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日本広報協会では、広報セミナーを 2019 年 11 月 21 日（木）～ 22 日（金）に、神奈川県横浜市の開港

記念会館および関内ホールで開催します。 
今年のテーマは、「やさしい日本語」です。「やさしい日本語」は、普通の日本語よりも簡単で、外国人に

も分かりやすい日本語のこと。日本語が理解できない外国人に対する災害時の情報提供手段として考案され
ました。

今では、自治体などが日々発信する住民向けのお知らせやニュースサイトなど、平時のコミュニケーション
にも活用されています。より「分かりやすく」「伝わりやすく」を目指す「やさしい日本語」の活用方法や、
今後の課題について考えます。

また、広報紙やウェブサイトの制作に役立つ実践的な講義、全国広報コンクール入選団体による事例発表
などを行います。

▪主催	 公益社団法人日本広報協会
▪共催	 神奈川県、横浜市市民局
▪後援	 内閣府、総務省、全国知事会、全国市長会、全国町村会	
▪開催日	 2019（令和元）年 11 月 21 日（木）～ 22 日（金）
▪会場	 開港記念会館　講堂
	 横浜市中区本町 1-6
	 最寄駅：�JR「関内駅」、横浜市営地下鉄線「関内駅」、みなとみらい線「日本大通り駅」
	 関内ホール　小ホール
	 横浜市中区住吉町 4-42-1
	 最寄駅：�JR「関内駅」、横浜市営地下鉄線「関内駅」、みなとみらい線「馬車道駅」
▪募集人数	 定員 260 人
▪参加費	 二日間	 会員：9,430 円（税込み）、会員外：17,810 円（税込み）
	 一日のみ	 会員：7,330 円（税込み）、会員外：12,570 円（税込み）
▪支払い方法	 参加証・請求書を受け取った後、セミナー当日までに指定口座にお振り込みください。
▪意見交換会	 会費 ：4,000 円（税込み） 自由参加。意見交換会費は当日会場でお支払いください。
▪問い合わせ先	 〒160-0022 東京都新宿区新宿 1-15-9 さわだビル 10F
	 公益社団法人日本広報協会　電話：03-5367-1701　ファクス：03-5367-1706
▪申し込み方法	 参加申し込み書に必要事項をご記入の上、上記までファクスでお申し込みください。

会場：開港記念会館　講堂
12:30 ～ 13:25　開場、受付
13:25 ～ 13:30　開講のあいさつ
13:30 ～ 15:00　講義 1
15:10 ～ 15:55　事例発表 1
16:05 ～ 16:50　事例発表 2

11 月 21 日（木）

第一分科会
会場：開港記念会館　講堂
10:00 ～ 11:30　講義 1-1
11:30 ～ 12:30　昼食休憩
12:30 ～ 14:00　講義 1-2
14:20 ～ 15:50　講義 1-3

11 月 22 日（金）

第二分科会
会場：関内ホール　小ホール

10:00 ～ 11:30　�事例発表 2-1 
事例発表 2-2

11:30 ～ 12:30　昼食休憩

12:30 ～ 14:00　�事例発表 2-3 
事例発表 2-4

17:30 ～ 19:00　意見交換会（自由参加）
別会場で開催します。

プ ロ グ ラ ム



1 1 月 2 1 日  木 曜 日

プロフィル

大学卒業後、青年海外協力隊で日本語教師になる。帰国後、大阪大学大学院言語文化研究科博士後期課程修了。博士（言語文
化学）。国際交流基金日本語国際センター専任講師、広島市立大学国際学部准教授を経て現職。専門分野は日本語教育。著書に

『読み手に伝わる公用文 :< やさしい日本語 > の視点から』、共著に『< やさしい日本語 > と多文化共生』『にほんご宝箱 日本で生
活する外国人のためのいろんな書類の書き方』ほか。

来年の東京オリンピック・パラリンピックの開催時には、日本に多くの外国人が訪れます。また、改正入管法の施行
などにより、在留外国人もさらに増加していくと見込まれます。こうした外国人とのコミュニケーション手段として「やさ
しい日本語」の重要性がますます高まっています。「やさしい日本語」とはどのようなものなのか、それを活用すること
によってどのような効果を得ることができるのか。外国人だけではなく、日本人にとっても分かりやすい「やさしい日本
語」の可能性と課題を学びます

聖心女子大学准教授　岩田 一 成

13:30 ～ 15:00

多文化共生社会と「やさしい日本語」講義 1

2016 年 4 月の熊本地震発生後、熊本市国際交流振興事業団では、外国人のための避難施設の設置や支援情報の提
供を開始。「物資」「給水」「り災証明」などの言葉を「やさしい日本語」に置き換えて伝えるなど、言葉の壁に悩む被
災者のニーズに寄り添った支援を行いました。震災時の外国人支援活動の経験から得たものは何か。「やさしい日本
語」による平時・災害時の情報提供の在り方を、ともに考えます。

熊本市国際交流振興事業団

15:10 ～ 15:55

震災時の経験から学ぶ「やさしい日本語」の
必要性

事例発表 1

町田市では、市民あての文書や広報紙、ウェブサイトに掲載するお知らせなどについて、市民の視点に立ち、内容
を分かりやすく伝えられるよう、見直し、改善していく活動を進めています。昨年度は、11 の部署が参加するワーク
ショップを開催し、その成果を報告会で発表。庁内で行政文書の課題を共有しました。今年度も、部署の垣根を越えた

「見直そう！ “伝わる日本語” 推進運動」に取り組んでいます。

東京都町田市

16:05 ～ 16:50

「見直そう！　“伝わる日本語” 推進運動」の
取り組み

事例発表 2



1 1 月 2 2 日  金 曜 日 　【 第 一 分 科 会 】

広報担当者なら、一眼レフカメラの撮影技術をきちんとマスターしておきたいもの。「シャッタースピード優先モー
ド」と「絞り優先モード」の使い方、「逆光で人物が暗くなる」「色味がきちんとでない」などよくある失敗の解消方法、

「人物」「食べ物」「風景」「イベント」などさまざまなシーン別の撮影のコツといった、一眼レフカメラで思い通りに撮
れる写真の基本を学びます。

プロフィル

卒業後に撮影スタジオで広告写真を学んだあと、ファッションフォトグラファーに師事。2000 年に独立し、2008 年に『Shin Irai 
Inc.』を設立。現在は、人物、美容、風景写真など幅広い分野の撮影に携わり、広告、雑誌、書籍など、さまざまなメディアで活
躍。一方で、初心者に向けて、写真の楽しさと素晴らしさを伝えるデジタル一眼レフカメラの写真教室を開催。著書に『いきなり
思い通りに撮れる !　デジタル一眼レフカメラと写真の基本 BOOK』。

フォトグラファー　大崎 聡

12:30 ～ 14:00

デジタル一眼レフカメラで思い通りに撮る講義 1-2

読み手の立場で、どの表現が最も読者に伝わりやすいかを徹底的に考え、文章を読みやすく整える「推敲（すいこ
う）」。主語と述語の関係を見直したり、重複する表現や接続詞を整理したりすることで、スッキリとした読みやすい文
章に仕上がります。推敲前と推敲後の文章を比較しながら、文章を整える技術を学びます。

プロフィル

早稲田大学在学中に、講談社の女性誌編集部にフリー編集者として契約。フリーライターを経て、株式会社ディーエイチシーに入
社。自社通販サイトの Web 編集者として、商品ページ、Web コラム、メールマガジンの執筆に携わる。その後、株式会社ローソ
ンで、通販サイトの立ち上げや Web 編集者として活躍。現在は、フリーライター、編集者として独立。著書に、『文章を整える技
術　書いたあとのひと手間でぜんぜん違う』『どう書いたらいいの ?! がなくなる Web 文章の書き方』など。

ライター・編集者　ソノラメンテ合同会社代表社員　下良 果林

10:00 ～ 11:30

文章を整える技術講義 1-1

デザインとは、いろいろある情報を整理して分かりやすく伝える技（方法）です。デザインの考え方から、コンセプト
の立て方、デザインの手順、書体や色や写真・イラストの使い方、見直し方まで、デザインのエッセンスを、分かりや
すく解説。ビフォー & アフターの事例も見ながら、デザインの基本を学びます。

プロフィル

株式会社中垣デザイン事務所で中垣信夫に師事する。株式会社渋田美術を経て 1995 年に独立。2004 年、有限会社 NONdesign
設立。数々の装丁展に出品。手がけた装丁は約 3000 冊に上る。一般社団法人日本図書設計家協会副会長。著書に、『はじめて学
ぶデザインの基本』。

BOOK デザイナー・装丁家　小島 トシノブ

14:20 ～ 15:50

はじめて学ぶデザインの基本講義 1-3



1 1 月 2 2 日  金 曜 日 　【 第 二 分 科 会 】

相模原市は、全国広報コンクールウェブサイト都道府県・政令指定都市部で、平成 31 年入選を受賞しました。

神奈川県相模原市

ウェブサイトづくりのノウハウを学ぶ

10:00 〜 11:30

事例発表 2-1

広川町は、全国広報コンクール広報紙町村部で、平成 31 年入選、30 年入選、29 年 3 席を受賞しました。

和歌山県広川町

広報紙づくりのノウハウを学ぶ 1事例発表 2-2

会津若松市は、全国広報コンクール広報紙市部で、平成 31 年入選、30 年入選を受賞しました。

福島県会津若松市

広報紙づくりのノウハウを学ぶ 2

12:30 〜 14:00

事例発表 2-3

上野原市は、全国広報コンクール広報紙市部で、平成 30 年入選、29 年入選、26 年入選、組み写真部で 30 年特
選を受賞しました。

山梨県上野原市

広報紙づくりのノウハウを学ぶ 3事例発表 2-4

全国広報コンクール上位入選団体の担当者が、広報紙づくりや写真撮影、ウェブサイトづくりのノウハウを
紹介します。




